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亜　調査の対象と方法

　平塚市に現存している植生は，立地本来の質的なちがいとさらにさまざまな人為的影響との総

和に対応して持続して生育している。植生調査はこのような変化に富んだあらゆる植生タイプを

対象として行なわれた。1974年より1975年春季にかけて，現地踏査を中心に植生調査および現存

植生図，潜在自然植生図の作製が行なおれた。

1．　植生調査法

　植物群落を調査するには多くの方法が使われているが，植物群落と立地，入為的影響と植生と

の関連，あるいは植物群落どうしの関係を比較するセこはBraun－BlanqueUこよる全推定法を用い

た植物社会学的方法が今日では国際的にも広く行なわれており，実際にも，比較的理解されやす

く有用である。総合的な環境指標としては，移動能力のない個々の植物の集合体としての種の組

み合わせを基礎とした植物群落が，生命集団の側からのそれぞれの環境との関連をより適確にあ

らわしている。

　植生調査に際しては，調査対象域内の全出現種に対して階層別に完全な種のリストがつくられ

た。群落階層は森林のような多層群落については高木第1層B1（Baumsch三cht－！），高木第2

層あるいは亜高木層B、（Baumschicht－2），低木層S（Strauchschicht），草本層　K（Kraut－

schicht），蘇弾弓M（Moosschich£）にわけて各階層の全州適度が与えられた。

　ついで各層の出現種について全推定法（Braun－Blanquet　1964）により総合優占度Artm琶一

chtigkeit（被度Deckungsgrad；5階級Ellenもerg　1956他）とともに群度Soziabilitatが与えら

れた。

a．総合優占度Artmachtigkeit（被度Deck“難gsgrad）

　5：急度が調査面積の3／4以上を占めている。

　4：被度が調査面積の1／2～3／4を占めている。

　3：三度が調査面積の1／4～1／2を占めている。

　2：きわめて個体数が多いか，または少なくとも調査面積の1／10～1／4を占めている。

　1：燗戸数が多いが，被度は1／20以下。

　＋：きわめて低い被度で，わずかな個体数。

　r：きわめてまれに最小被度で出現する。

b．群度Soz玉abit翫：調査区内に個々の植物個体がどのように配分されて生育しているかの測度。

　量の多少には直接関係しない。ふつう5階級に分けて判定される。

　5：ある植物が調査区内にカーペット状に一面に生育している。

　4：大きな斑紋状。カーペットのあちこちに穴があいているような状態。
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　　　　　Flg．4　Braun－BlanqueUこよる被度の配分模式

Schematユsche　Vertellung　des　Deckungsgrades　nach　BraunBlanquet　1964
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Schematlsche　Vertellung　der　Sozlablhtat　nach　Braun・Blanquet　1964
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　　　　　Tab．2植生調査の一例
　　　　　Beispiel　f茸r　eine　Vegeta亡ionsaufnahme

Name　d．　Gesellsch．イノデータブ群集

Aufn．　Nr，　Hi　224　Dat．74．7．16　0rt．平塚市真田

Aufn．　von　K．R，　Y．N　H．O

B・1　　16m　　90％
】3－2　　　　　8m　　　　30％

S　4m　30％
K　　1．2m　40％
Exp．　u．　Neigung　　N　25。

Hbhe荘．　M．40m

15x20　qm
Mikrorelief　u．　Boden

　　屋敷林，腐植土の発達良好
Artenzah150　SPP．

・・4・3・ブノキ 奄r2’3ア・キ…・1’2キ　ヅ　・

撒∴矧1；i｛ノ三墨ii乾1遥

　∵至ζラエ
　＋　ヤブニッケイ…

　＋シロダモ
1＋ヒサカキ

…‡：跡ブ∵ウご

i　十・2　アズマネザサ
i　十・2シロヨメナ
i　十　タブノキki

・・…ヤブ・・ケ判

　　　　　　1・1モチノキi
　　　　。　i1◎1シ　ロ　タ　モ｝

　　　　　11・ユミ　ズ　キi
　　　　　i　　　　　i

＋モクレイ ﾀ
十ニッケイ…
＋アカガシ｝
　　　　i十アラカシ！　　、　…十キ　ヅ　　　　タ…　　　　i．．

十　　オォノミノイノモトソウ

十イヌワラビ
÷　ビナンカズラ

÷マンリョウ
十モクレイシ

l
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l　＋　・・リギリ…　＋　ア

　　　　「‡芸・ヤ・キi

十エ　ノ
＋ヤマグワ1
　　　　…

工；，∵力窮

十ジャノヒゲ
十イヌマキ
　　ケ　ビ

1 　　　　ミ＋ムラサキシキ
十　コゴメウツギi

＋クサギi＋カマツカ｝

十　アマチャヅル
十　ヘクソカズラ

十ムクノキ
十　 ヌスビトノ、ギ

＋イ・シデi＋
　　　　i． ミズヒキ

十　ハエ｝ごクソウ

牽ウラシマソウ
（Abt．　Vegetationskunde　d．王nst．　f．　Umweltwiss．，　Staatl。　Univers玉t吾t　YokohaIna）
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　3：小群の斑紋状。

　2：竹群状。

　1：単生。

　植生調査面積は種数一面積曲線による最小面積（Minimum　Areale）（宮脇1967他）以上の大

きさがとられた。調査面積はあまり：大きくすると群落の異質な部分が混入するおそれがある。一

般に植生調査に際しての調査面積の大きさはだいたい次の尺度に従っている。

　高木林（亜高木林を含む）……・…・一…・……・・………150～5001n2

　低木林（下層は草本層のみ）……………………………50～200n12

　ススキ草原（高等草原）………………・………・……・…25～100m2

　シバ草原（低茎草原）………・…・…・…・…・…………・…10～25m2

　その他の草原（物干草原）………………・・…………・…　1～10m2

　耕地雑草群落……………・…・・…・……………・…………・25～100m2

　コケ群落…………・・…………・……・……・………・………　1～　4磁2

　地衣群落…………一…・…・…・…………・…………・……0．1～　1m2

　調査区の形は群落の生育配分状態によって均質な群落内を選んで自由な形にとられた。

　種の生活力についてはとくに目につくものについてのみ記録された。生活力の判定は細かく区

分するほど主観が入りやすいので，実際の野外調査ではとくに生活力の弱い種についてのみ，被

度・平平の右肩に。印を2・2。のように付記された。

　植生調査（アウフナーメ）についてはTab．2に示されている。．・一．

2．群落区分

　現地調査で得られた調査資料は，ほぼ同じ群落に属すると考えられる資料ごとにまとめられ，

それぞれの群落組成表に組まれた。優占する植物，生活形を同じにする植分などにまとめられる。

5mm方眼紙を利用し，以下の手順で常在度（Stetigkeit）の高い種，群落区：分種（TreRnarten

der　Gesellschaft）あるいは群集標徴種および区分種（Kenn－und　Trennarten　der　Assoz圭ation），

群集以下の単位の区分種（Tre轟narten　der　u斌eren　Einheiten）の発見に努められる。

1．植生調査資料（アウフナーメ）の“素表（Roh£abelle）”へのまとめ

2．素表を“常在度表（Stetigkeits重abene）”に常在度の高いものから並べて書きかえる。

3．　“部分表（Telltabelle）”の利用による識別種・区分種（Differentialarten；Trennarten）の発

　見。

4．局地的に有効な識別種群・区分種群Differenti段1arten－GrupPen；Tre織narten－GrupPenの

　有無による“識別種表，区：分種表（Different圭alarten　Tabelle；TrenRarten　Tabelle）”への

　組みかえ。

5．“総合常在度表（Ubersich重stabelle，　ROmische　Tabelle）”における比較による標徴種の発見。
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植生調査

環境記載 素表 常荘度表

部分表

整理された
部　分　表

区分表
総合常荘度表
　日

ローマ数字表

他の総合常在度表
　　との比較

群落衰 総落餌常在度による

　群集表

標工種記載の

文献との比較
畜念合常在度：による

　群落表

群集表

生態的な
特徴記載

　　　　　　　　　野外でのチェック

　　　　飛g．6　系統的手順をふんだ段階模式

Schematische　Darstellung　der　verschiedenem　Stufen　in　der

Syntaxonomischen　Arbeitsweise　der　Vegetationskunde

　　　　　（Westhoff，　V。　and　E，　v．　Maare11973）

6．識別種表・区分種表から“群集表（Charakteris玉erte　Tabelle）”や群落表（Gesellschafts一

　£abelle）”への組みかえ。

　とくに3の部分表については何回も組みかえが行なわれた。5の総合常在度表による比較では

類似した生活形をもつ植分の関連や，さらに上級単位の標徴種の発見が可能となる。

3．植　生　図

　植生図（Vegetationskarte：vegetation皿ap）は，各二分についての植生調査資料（Vegeta－

tionsaufnahmeアウフナーメ）を群落組成表により比較検討された結果，科学一般に用いられる

類型化の概念により，抽象化された植生単位の具体的配分を地図上に描いたものである（Braun－

Blallq舐etエ964，丁慧xen　1956，宮脇1967，1968）。

　植生図には現在存在する植生の配分図としての現存植生図，現存の状態で人為的な影響を一切
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停止した場合に成立が可能と考えられる潜在能力を自然植生で表現した潜在自然植生図，人為的

な影響が加わる前の植生状態を復元した原植生復元図，人為的影響の度合を植生と関連づけて段

階別にした植生自然度図，あるいは植生をもとにして立地の能力を示した立地図などがあげられ

る。最近では植生から転化した，もっとも適すると考えられる土地利用図を示す機能図が作製さ

れている。

　平塚市では，今回は平塚市における科学的な自然環境診断や立地診断を基礎とした自然保護や

環境保護，景観保全，さらに市街地や緑の少ない地域における新しい環境創造のための処方箋作

製のための基礎として縮尺1：10000の地形図に現存植生図および潜在自然植生図が描かれた。

印刷に際しては1：15000に縮小されている。

a）現存植生図

　現存植生図は現存する植物群落を具体的に地図上に，その広がりを表わした図である。平塚市

の現存植生図は縮尺1：10000の地形図上に図化された。印刷に際しては1：15000に縮小されて

いる。

　隣接する茅ケ崎市，藤沢市，鎌倉市，逗子市，横浜市のすでに植生図化された地域の資料を参

考に現存植生図作製指針が作製された。さらに1973年度の平塚市植生概観調査資料を加えて検討

された。現地調査で植生調査と平行して現存植生図作製指針を基礎に相観を加味した現存植生図

が作製された。現地で得られた新しい植物群落については仮名をつけ植生調査が加えられ追加さ

れた。さらに植生調査資料の組成表作業により発見された植物群落，群集と対応させ，凡例が整

理された。新凡例を基礎にカラー空中写真を利用し各群落の広がりが新しく縮尺1：10000の地

形図上に整理された。疑問とされる地点についてはさらに現地調査がくりかえされた。植生図で

ぱ森林は緑色系統，乾生草原は黄色系統湿生草原は青色系統で承されている。

b）潜在自然植生図

　潜在自然植生図は，現在一切の人為的影響を停止したときに，その立地がどのような自然植生

をささえる潜在能力があるかを示した具体的な潜在自然植生配分図である。平塚市は自然植生が

きわめて少ない。大部分が人為的影響とつりあって持続している代償植生である。したがって今

までの隣接地域の資料も含めて現存植生における自然植生と代償植生との比較が行なわれた。さ

らに残存木，土壌条件，水分条件，土地利用形態，景観などを加味して潜在自然植生図が理論的

に描かれた。立地や現存植生と潜在自然植生の関係はFig．14，15に示されている（P．106，112）Q


